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新採対策を進めよう11

　４月に新規採用者を迎える準備は、大丈夫ですか？
　自治労は、組織強化の「１丁目１番地」として、新
採の組織化を掲げています。2023 春闘方針でも、春
闘期の取り組みとして各県ごとに重点単組を指定し、
県本部と一緒になって組合加入率を向上させる具体的
な行動を呼びかけてきました。
　この間、コロナ禍にあって、３年間ほど当局主催の
研修や組合の歓迎会などの取り組みが難しく、懸命な
取り組みの一方で結果として組織化が進まない実態に
あります。今年は、コロナ禍が終了したとは言えない
までも、日常が取り戻されつつある中での新採対策と
なります。
　感染拡大には注意しつつ、準備段階から実行段階へ
とシフトチェンジしながら、「ようこそ自治労へ」「よ
うこそ労働組合に」という気持ちで、新採対策に単組
や職場の持てる力を動員し、多くの仲間を迎え入れよ
うではありませんか。

原因の把握22

　新採対策が思うように進まない原因の一つにコロナ
の影響もありますが、そのほかの要因について、単組
執行部がしっかり把握しておく必要があります。
　まず、「入口」の状況です。「当局の研修時間内、も
しくは終了後に組合説明会を行っている単組が一定数
ある」と各種担当者会議などで確認しています。「こ
れまで実施してきた説明会の流れや内容を見直してい
ない」「組合の説明に止まり加入届を記入させていな
い」「新規採用者の後ろむきな発言に全体が影響され
ている」など、説明会で組合加入させる状況を作り出

せていないのではないか？という視点で点検すること
が重要です。
　また、説明会ではなく、個別説明（オルグ）によっ
て加入させているという単組では、「書記任せにして
いないか」「資料を渡すだけになっていないか」「１回
で諦めていないか」と、「なぜ加入につながらないか」
という見直しをする必要があります。まだ執行部で対
策会議をしていないところは、自分たちの実態につい
て把握し、議論するところから始めてください。

対策を立てる33

　当局の新採研修についてはコロナ禍で開催が見送ら
れてきましたが、再開となる自治体なども多く想定さ
れます。組合説明の時間を短く、あるいは時間外に、
といった当局からの提案の前に、組合の側からしっか
り従前どおりの時間を確保するよう主張してくださ
い。すでに時間が短い単組においても、労働条件に関
わることを説明しているといった「必要性や正当性」
を主張しながら時間を確保することが重要です。
　さらに、説明会では本部や県本部から提供される資
料を活用しながら、できるだけ単組の役員や活動とい
った具体的な「顔が見える」組合の説明を心掛けると
ともに、労働組合がなぜ必要なのか、労働組合の職場
における役割について、説明会に参加する役員が「自
信と確信」を持って新採に話しかけることができるよ
うになっておくことが最も重要になります。
　これは、説明会当日だけではなく、説明会で加入に
至らなかった場合においても、個別にオルグしている
単組においても、以降の対応にとって有効です。その
ために、①組合が勝ち取ってきたこと、②説明する役
員が組合をやっていてよかったと思うこと、③組合が

職場でどういう役割でどう機能しているのか、など単
組や県本部、自治労全体といったそれぞれの段階で組
合の重要性について「自分の声」にして再確認するこ
とも必要です。

ポイント44

　「段取り八分、仕事二分」という言葉があるとおり、
新採対策には準備が重要です。

表　新採対策の主な準備

１ 今年の新規採用者の人数。職種の内訳。
社会人（経験者）採用は何人。

２ 当局の説明会がある場合には、時間場所。
流れ。全体なのか、分割か。

３ 組合説明会に動員できる役員、若手や外部の支
援。資料の内容、数。

４ 個別オルグであれば、その分担。職種、職域。
日程感。難航した場合の対応。

５ 競合組合がある場合には、
競合の予想される動き。

６ 首長や議員など、有利に使える人材はいないか。

　これら主なものから、特に加入に後ろむきと言われ
る社会人むけに「応答集」を用意しておくことや、最
初から説明役を決めておくこと、社会人経験が初任給
にどう反映されているかの個別説明会の用意、といっ
た細やかな準備も、単組規模や採用実態にあわせて検
討が必要です。
　また、近年、組合費以外に「親がダメと言ってい
る」「公務員予備校の説明」「自治労の政治方針」など
多様な理由で加入を渋るケースも報告されています。
本部としても応答集の作成を進めますが、事例の報告
を引き続きお願いします。
　どのような理由を並べても、職場の先輩や上司の一
声が効かない新入職員はいません。
　執行部の一部に新採対策を任せるのではなく、組合
にとって最も重要な取り組みとして位置付け、執行部
はもちろん職場の組合員、管理職など組合の先輩も含
め、総動員であたる姿勢（方針）と準備が、現在の困
難な状況を克服する術といえます。

事例の紹介から「使ってみる」へ55

　これまで、熊本県本部熊本市職の新採むけ動画や宮
崎県本部宮崎市職労の説明会を工夫することで加入増
につなげたといった先進事例、隣の単組の説明会に実
際に参加して学び、その場で加入届を出してもらうこ
とに成功した宮城県本部登米市職の例、模擬組合説明
会を重ねて開催した沖縄県本部の取り組み、などにつ
いて組織担当者会議や新採対策会議、「自治労通信」
などで紹介してきました。
　自治労本部が提起しているのは、「マネ」してみよ
う、ということです。すべての上達に、先達の模倣は
効率的で効果的です。

まとめ66

　新採対策にとって、執行部が備えておくべき、必要
なこと／ものがあります。
　まず、新採を加入させるためのツールです。動画や
パンフレット、パワーポイントなどさまざまなグッズ
や好事例が提供されています。ぜひ、県本部や本部に
お問い合わせください【次ページ参照】。
　次に、スキルです。説明会での要点と新採のツボを
ついた説明には、繰り返し練習することや他の単組の
説明を聞いてみることが必要です。オルグに回ったと
きに、どう言い返すのか、聞き流すのか、話題を変え
るのか、には準備も訓練も必要です。
　最後に、最も重要なことは、マインドです。説明者
やオルグ担当者が、労働組合という存在や自らの単組
の果たしている役割について、「自信と確信」を持っ
て説明する気持ちがあるのとないのとでは、結果は全
く違います。そのためにも、日常から組合員の声を聴
き、真摯に当局と向き合う、結果を組合員と共有す
る、という基本的な組合としての日常活動に取り組む
ことです。その上で、労働組合は「正しい」「必要で
ある」と新入職員に説明すること、「加入届を出すこ
と」「組合に加入すること」は本人や職場の仲間にと
って、将来の職場にとっても大切なことだ、と言い切
ることが必要です。

2023年度新規採用者の
全員組合加入を達成しよう
ー単組執行部、職場委員の皆さんへー

自治労 総合組織局
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参考資料

じちろうネット掲載の宣伝物・学習資料等

有料学習教材

新規採用職員の組合加入を進める
情報宣伝物・学習資料のご案内
自治労本部では次のような情報宣伝物や学習資料を作成しています。
ご活用ください。

これらの資料は、自治労に加盟する単組のみ閲覧可能なホームページ「じちろうネット」に掲載されていま
す。「じちろうネット」の閲覧には専用の IDが必要となりますので、閲覧を希望する単組は県本部までお
問い合わせください。

新採加入促進活動の宣伝物

執行部などの学習資料

じちろう共済学習資料　動画
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この資料は、正規職員の組織率が過半数は上回っているが、ここ数年新規採⽤者の加⼊率が下がっているところ、または、
正規職員の未加⼊者対策に取り組んでいるが、思うように加⼊が進まないところを対象に、取り組みの⾒直しのポイントと加⼊
を拒む⼈への対応についてまとめたものです。 

全国からの単組の取り組み報告と仲間づくり実践セミナーの参加者の意⾒を基に作成しました。 
 
 
 
 
 
 
 

⾃治労 総合組織局 

＜新規採⽤者、若年層未加⼊者対策＞ 

※この資料の使い⽅ 
仲間づくりに100％の正解はありません。資料にあるＱ＆Ａのanswerはあくまでひとつの例であり、状況によっては逆効果にな
ることもあります。未加⼊者への対応は単組のこれまでの取り組み、組織率、職場環境によって変わります。 
この資料は質問者⼀⼈ひとりに合った答えを考えるときのあくまで参考として活⽤してください。 

「WITH YOU」（A4サイズ三つ折り）

単組事例に学ぶ
(自治労通信2023年冬号掲載記事）

組合加入に向けたオルグ ＦＡＱ

What’s 自治労

新採加入リーフレットサンプル「ようこそ○○市役所へ」

「じちろうに入ろう」（A3サイズ）

新規採用者組織化のためのマニュアル

知ろう、考えよう！お金や共済のこと
〔動画〕URL https://youtu.be/kh-Bo76wA1U

組合説明会用パワーポイント（A）（B）

”もしも”に備えたサポート
が
あります

　社会人になって用意すべきものの一つが保険や共済です。
万が一のことが起きたとき、経済的な支えになる大切な
アイテムです。
急な病気や家族の介護で、仕事の継続がピンチにさら

される可能性があります。また、退職なんてまだまだ先の
ことと思っていても、必ずそのときは来ます。“もしものと
き”と将来のために、保険や共済は必ず用意しましょう。

「じちろう共済」のラインナップ
　入職から退職、老後まで、幅広い保障内容を揃えています。

結婚から死亡まで
助け合いのじちろう共済の礎

病気やけがなど“もしも”に備える
いのちと健康の共済

今からはじめる退職後のための
積み立てタイプの共済

退職後も85歳まで継続できる
いのちと健康の共済

じちろう共済
安心の助け合い

要介護状態に備える保障 大切な住宅と家財のために
火災，風水害・地震に備える共済

教育資金のための
満期金付タイプの共済

くるまに関する補償

こんな不安なことや心配なこと、
ありませんか？

男（女）
らしくない
よね

やる気
あるの？

休日はちゃんと

休めるんだよね？

例え
ば

対人関係の不安

例え
ば

わからない
ことだらけ…
誰に聞いたら
いいんだ

上司に
意見できない

評価が
気になるし

仕事の不安

例え
ば

じちろう共済

自治労

ならでは
の

詳しくは組合に備えているパンフレットを見てください。

社会人生活に期待を抱く一方で…

　保険や共済は上手に使わないと無駄な出費になりかねません。組合
員だからこそ利用できる営利を目的としない「助け合い」の制度「じち
ろう共済」なら、必要な保障を有利な掛金で確保できます。
“助け合いの輪”である組合が「窓口」になるので、相談しやすく、身近
で安心！ぜひ、組合の保障相談会・説明会にも参加してください。

共済＝「人生の備え」です

組合が窓口だから
身近で安心！

共済って
なんで必要なの？

どうして
「じちろう共済」がいいの？

WITH YOUWITH YOU
働く人の
働く人による

働く人のための組織

“労働組合”

はなし
の

〈お問い合わせ先〉

発行元：自治労本部

2023年版

〒102-8464
東京都千代田区六番町１

この仕事
向いてないん
じゃない？

相性がよくない

先輩・上司と

うまく

やれるかな…
俺が
若い頃は…

新人だから
いろいろ
断れない…

みんな
忙しそう

仕事量が
多すぎる！

まだ結婚
しないの？

暮らしと労働環境の不安

仕事について

いけるかな…

ミスして怒られたり

しないかな…
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る
こ

「
心
に
響
く
何
か
」を
探
し
て

若
手
の
知
恵
と
力
集
め
て
前
へ

取
り
組
み
事
例
1

桜
井
市
職
員
組
合（
奈
良
県
本
部
）

単
組
事
例
に
学
ぶ

新
採
の
加
入
率
は
未
来
の
自
治
労
の
組
織
率

西本能裕委員長（左）と久留飛多紀子書記長

入職おめでとうございます！

わたしたちは「「自治労桜井市職員組合自治労桜井市職員組合」です。

組組合合員員一一同同、、みみななささんんのの入入職職をを、、心心かからら歓歓迎迎ししてていいまますす。。

職職員員組組合合はは働働くくああななたたののササポポーータターー！！

ここれれかかららははじじままるる自自治治体体職職員員ととししててのの生生活活。。

よよりりよよいい桜桜井井市市をを創創るるたためめ、、桜桜井井市市民民をを支支ええるるたためめ。。

ととててももややりりががいいののああるる仕仕事事でですす。。

ででもも、、ととききには仕事で行き詰まったり、職場の人間関係

でで困困っったたりりといったこともあるでしょう。

仕仕事事、、職職場場環境、賃金、労働条件など、困ったときには、

一一人人でで抱抱ええ込まないことが大切です。

どどんんななここととでも、職員組合に相談してください。

4月1日の新採交流説明会での「お絵描きゲーム」

新
採
職
員
の
「
不
安
」
に
寄

り
添
う
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル

ったこともあるでしょう。

賃賃賃賃金金金金、労労労労労働働働働働働働働働働働働働条条条条条条件件件件件件件件件件件なななななななななななどどどどどどどど、困困困困困困困困っっっっっったたたたたたたととととととときききききききにににににににははははははははは、

ないことが大切です。

職員組合に相談してください。新規採用職員のみなさんへ 

職員組合ってどんなところ？ 

働くあなたのサポーターです！

話を聞いて 

くれる先輩が

います。 

職場で困ったことが

あれば相談できる 

ところです。 

職場の声を市長へ

申し入れできる 

ところです。 

働きやすい職場

のルール作りを

しています。 

みんなの声を

一つに集める

ところです。 

福利厚生制度を 

利用しやすいよう

改善を求める 

ところです。 

新
規
採
用
職
員
の
組
合
加
入
は
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
だ
。

自
治
労
の
新
規
採
用
職
員
の
加
入
率
は
近
年
、低
下
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

組
合
員
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
自
治
労
が
な
く
な
る
！
」。
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
、
新

規
採
用
職
員
の
加
入
を
推
進
し
よ
う
。
そ
の
た
め
、
各
地
の
単
組
の
取
り

組
み
や
、
他
産
別
の
取
り
組
み
の
事
例
に
学
ぼ
う
。
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と
。
抵
抗
感
は
な
か
っ
た
か
と
質
問
を
ぶ
つ
け
て

み
た
。
す
る
と
「
ま
あ
、
こ
の
何
年
も
加
入
が
落

ち
と
る
し
、
そ
う
や
ろ
う
な
あ
と
思
っ
た
」
と
西

本
さ
ん
。
ご
く
素
直
に
受
け
止
め
た
と
い
う
。

久
留
飛
さ
ん
は
、「
県
本
部
の
杉
田
書
記
長
が
、

一
部
役
員
の
固
定
的
な
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、

若
手
を
巻
き
込
ん
で
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
、

丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。
４
月
の
説

明
交
流
会
に
杉
田
さ
ん
も
出
席
す
る
話
も
あ
っ

た
が
、
そ
こ
は
桜
井
の
若
手
に
任
せ
て
も
ら
え

新
庁
舎
を
建
設
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
庁

機
能
は
３
ヵ
所
に
分
散
。
組
合
活
動
も
や
り
に

く
さ
が
伴
う
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
う
。

隣
の
石
巻
市
職
労
の
説
明
会
を

実
際
に
見
に
行
っ
て
き
た

そ
ん
な
と
き
、
隣
の
石
巻
市
職
労
の
小
野
寺

委
員
長
か
ら
「
う
ち
の
加
入
説
明
会
を
見
に
来

な
い
か
」
と
声
が
か
か
っ
た
。
２
０
２
２
年
３

月
の
こ
と
だ
。「
石
巻
市
職
労
は
、
４
月
入
庁

前
の
３
月
に
説
明
会
を
開
い
て
加
入
を
進
め
て

い
る
。
そ
れ
を
実
際
に
見
に
行
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
だ
が
、「
石
巻

の
よ
う
に
登
米
で
は
入
庁
前
に
説
明
会
を
開
く

こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
４
月
２
日
の
当
局
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
昼
休
み
に
時
間
を
も

ら
い
、
副
委
員
長
と
書
記
、
会
場
の
あ
る
庁
舎

の
執
行
委
員
が
説
明
し
ま
し
た
。
短
時
間
の
説

明
の
後
、
そ
の
場
で
加
入
届
に
記
入
し
て
も
ら

い
、
回
収
し
ま
し
た
」。

結
果
、
36
人
の
う
ち
35
人
が
加
入
し
て
く
れ

た
。「
資
料
を
渡
し
て
、
短
時
間
で
簡
潔
に
、

ご
く
当
た
り
前
に
説
明
し
た
だ
け
。
こ
れ
ま
で

は
、
入
庁
か
ら
２
～
３
週
間
後
に
歓
迎
会
を
開

き
、
組
合
説
明
を
し
て
加
入
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
加
入
届
も
後
日
回
収
に
な
っ
た
も
の

も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
や
は
り
、
組
織
率

の
高
い
単
組
の
取
り
組
み
を
実
際
に
見
て
、
学

ん
だ
の
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
」
と
佐
々
木

さ
ん
は
言
う
。

組
織
率
の
低
い
単
組
は
、
職
場
に
未
加
入
の

先
輩
職
員
が
い
る
た
め
、
入
庁
か
ら
時
間
を
置

く
ほ
ど
、
周
囲
か
ら
否
定
的
な
影
響
を
受
け
や

す
い
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
も
、
早
く
加
入

し
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

単
組
を
越
え
て
加
入
活
動
の
経
験
交
流

学
び
合
う
こ
と
で
成
果
が
向
上

佐
々
木
さ
ん
に
声
を
か
け
た
石
巻
市
職
労
の

小
野
寺
さ
ん
に
も
話
を
聞
い
て
み
た
。

「
実
は
登
米
市
職
さ
ん
以
外
の
単
組
に
も
声

を
か
け
て
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
の
単
組

の
役
員
だ
け
で
は
手
が
足
り
な
い
の
で
、
県
本

部
や
他
の
単
組
の
人
に
実
際
の
加
入
活
動
を
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
経
験
を
自
分
の
単
組

で
も
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
」

と
明
か
す
。「
説
明
会
は
場
数
を
踏
ま
な
い
と

上
手
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
短
い
時
間
で
必
要
な

説
明
を
し
て
、
加
入
届
を
書
い
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
」と
小
野
寺
さ
ん
。

な
ん
と「
一
石
二
鳥
」」の
仕
掛
け
。「
他
の
県

本
部
・
単
組
で
も「
石
巻
方
式
」
を
真
似
し
な
い

手
は
な
い
。

登
米
市
は
宮
城
県
の
北
部
に
位
置
し
、
登
米

郡
８
町
と
本
吉
郡
津
山
町
の
合
併
に
よ
っ
て
２

０
０
５
年
に
誕
生
し
た
。
人
口
は
７
万
５
０
０

０
人
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
か
え

り
モ
ネ
」の
舞
台
と
な
っ
た
市
だ
。

登
米
市
職
は
組
合
員
数
４
７
９
人
で
、
正
規

職
員
の
組
織
率
は
45
・
８
％
（
２
０
２
１
年
６

月
）。
９
町
の
合
併
時
点
で
は
３
町
が
組
合
未

組
織
。
当
初
は
組
合
員
が
多
数
派
だ
っ
た
が
、

全
体
の
人
員
縮
小
に

伴
い
組
合
員
数
も
減

少
が
続
い
て
き
た
。

委
員
長
の
佐
々
木
克

典
さ
ん（
非
専
従
／
建
設
総
務
課
課
）は
、
そ
う

振
り
返
る
。

新
規
採
用
職
員
の
加
入
率
は
、
２
０
１
８
～

２
０
１
９
年
は
91
・
９
％
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

２
０
２
１
年
に
は
35
・
３
％
に
急
落
し
た
。
２

０
２
０
年
と
２
０
２
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

従
来
か
ら
開
い
て
き
た
新
規
採
用
職
員
歓
迎
会

と
、
そ
こ
で
の
加
入
呼
び
か
け
が
で
き
な
っ
た

こ
と
が
最
大
の
原
因
だ
。

合
併
自
治
体
の
た
め
多
く
の
未
加
入
者
を
抱

え
、
組
合
員
の
い
る
職
場
と
い
な
い
職
場
が
あ

り
、
組
合
員
が
少
な
い
職
場
で
は
配
属
後
の
声

か
け
で
加
入
を
進
め
る
こ
と
も
困
難
が
多
い
。

た
」と
振
り
返
る
。

ま
た
、
加
入
し
た
後
で
脱
退
し
た
い
と
言
い

出
し
た
人
が
い
た
が
、
引
き
止
め
る
話
し
あ
い
を

続
け
る
中
、
県
本
部
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
６
月
に
新

採
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て
い
た
た
め
、

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
仲
間
づ
く
り
の
意
義

を
理
解
し
て
も
ら
え
、
脱
退
を
引
き
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
。「
何
が
相
手
の
心
に
響
く
の
か
、

は
か
り
か
ね
ま
す
が
、
新
採
レ
ク
を
や
っ
て
よ
か
っ

た
」と
、
久
留
飛
さ
ん
は
話
す
。

近
隣
単
組
の
取
り
組
み
に
学
び

従
来
の
や
り
方
を
変
え
た
ら
奏
功

取
り
組
み
事
例
2

登
米
市
職
員
組
合（
宮
城
県
本
部
）

新採説明会ではその場で加入届を回収

委員長の
佐々木克典さん

＊取り扱いは自治労サービス・出版センターです。
　定価 500 円 +税　TEL 03-5213-5485

https://www.jichiro.gr.jp/press/
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